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■ 獣が少ない？

■ 今年もよろしくお願いいたします

HPはこちらから
自然観察会・体験教室情報など

■ 12月の活動

12.2 新居大島観察会（新居浜生涯学習大学）
12.3 西条農業高校で講演
12.6 高校生とこんにゃく作り（大保木公民館）
12.7 野鳥観察会（久万高原町）
12.8-12 草木染教室
12.13-17 こんにゃく作り教室
12.20 新町川観察会

西条自然学校は、野生動植物の調査、普及を
通じて、人と自然の共存のために活動していま
す。
希少な種は保全し、人との軋轢を生んでいる

種は、解決策を探らねばなりません。山間部、
中山間地区では人の活動が衰退し、放置人工林
のようにこれまでに考えられてこなかった問題
への対応も必要になっています。

2026 丙午

調査活動
愛媛県内の野生動植物の現状を把握します。

シカ、サルなどの鳥獣害に関する業務が多
くなってきています。

普及活動
幼稚園から大学、市民講座まで、地域の自

然を正しく伝える活動を行います。

保全活動
放置人工林の伐採、外来種の除去、防鹿

ネットの設置などを行っています。

行政への提言や生物多様性の保全に取り組み
たい企業からの相談も増えてきています。

私たちは生き物が好きな集まりですが、人と
自然に関わる現実的な問題に対応できる団体で
ありたいと考えています。今年もご支援のほど、
お願いいたします。

今冬、イノシシ、サルの目撃や農作物被害が
少ないと各地で聞きます。
イノシシは隔年での増減があるようですが、

近年、山沿いに現れていたサルが今年は見られ
ません。

今年、石鎚山系のブナは不作でしたが、その
ほかの植物は大豊作でした。特に柿の豊作は目
立ちます。

木の実が豊作なので、サルたちは里に来てい
ないのでしょうか、これまでは山に食べ物がな
いから里に来ていたのでしょうか。

そうであれば、被害のある年には、里から離
れた山の中でサル逢うことは少なくなるはずで
すが、サルは標高
1400m付近から里近
くまで生息しており
分布の拡大と個体数
の増加が伺えていま
した。

今冬、里に来ない
サルに山で会う機会
が増えている訳では
なく、真相は不明で
す。野生動物の行動
を理解することは単
純ではなく、安易な判断や対応は慎まねばなり
ません。（山）
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■ 夜の学校のご案内

開催後、動画の配信も行っています

第252回 1月21日（水）
「西条市地域防災計画を学ぼう」

山本貴仁（西条自然学校）

■ 旧大保木診療所の活用

この３日前から、黒瀬ダムで見つかっていた一
羽の烏骨鶏。「すぐに何かに襲われるかも」と
思って捕獲を試みるも、逃げるのが上手。道路わ
きのネットの中へ潜り込んだり、枯れた草むらの
中をウロウロしたり。

「捕まえられない！」と思っていたら、理
事長があっさり捕獲してとりあえずケージへ。過
去に何度も鶏をペットにしていた私は「許される
ならもう一度だけ鶏を飼いたい」と公言していた
のもあり、事務所で飼うことになりました。

リクエスト募集中

会場：西条市図書館２階会議室
時間：19時～20時

事務所近くにあった旧大保木診療所は、昭和
10年に建てられたもので、昨年度末で閉鎖され
ることになりました。

西条市役所と協議した結果、「山の暮らし」
の展示をするスペースとして、旧診療所を活用
しようという提案を受け入れていただき、自然
学校が市役所へ家賃を払うかたちで借りること
になりました。

なかなかにレトロな建物は部屋が多く、傷ん
でいる場所も。事務所を現在の建物に移転する
ときも、およそ3か月で自力リフォーム（トイレ
だけ水道屋さんに依頼）をしていたので、今回
も同様に挑むことにします。

4月半ばに始まる教室に間に合わせるべく、大
急ぎでの作業にはなりますが、楽しみにしてい
てください。（法）

第253回 2月11日（水）
「カマキリのお話」安田昂平（面河山岳博物館）

■ 捨てられた鶏 12.17

ワタシ
ステラレタノ …

（第２水曜日）

毎年冬になると、「鳥インフルエンザ」の話が
聞こえてきます。日本では2004年に家禽からウィ
ルスが見つかったのが最初ですが、私が確認して
いるだけでも2006年の冬に、飼われていた鶏が黒
瀬ダムに大量に捨てられています。

その後も何度も「捨て鶏」が現れており、その
ほとんどが数日以内にキツネやイタチ、野犬など
の餌になったと思われます。

SNSでは、犬や猫の多頭飼育崩壊現場からの救
出や野良犬・野良猫の保護から里親探しの話など
であふれていますが、鶏も同じように飼育放棄が
あります。鳥インフルエンザが国内で発生したと
き、近所の人に何か言われるんじゃないかと思っ
て捨てたり、今回は卵を産まなくなったメスとい
うことで捨てられたようです。

野外に放たれた鶏が野生化して元気に生きてい
くことはありません。「飼い主の無責任」の犠牲
者にしかなりません。

「何があっても、受け入れた生き物が死ぬまで
飼う気持ち」が無い人は、SNSの動画で癒される
だけにしましょう。（法）

うちの子になる？
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